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龍 ケ 崎 市 は ９ 月 議 会 に 工

事 請 負 契 約 議 案 ４ 件 を 提 出し た 。 こ の う ち 、  （ 仮 称 ）新 保 健 福 祉 施 設 建 設 工 事 の建 築 工 事 は 契 約 の 相 手 方 が大 昭 建 設 ㈱ ・ 櫻 井 建 設 工 業㈱ の Ｊ Ｖ で 、 契 約 金 額 は ８億 ２ ０ ６ ０ 万 円 （ 税 込 み ）  。　
新 保 健 福 祉 施 設 は 、 市 民

が 生 涯 に わ た り 健 康 で 安 心 　
古 河 市 （ 針 谷 力 市 長 ＝

写

真 中 央 左

） は こ の ほ ど 、 配

電 盤 茨 城 団 地 協 同 組 合 （ 宇賀 神 清 孝 理 事 長 ＝

写 真 左 か

　
冒 頭 、 県 茨 城 港 湾 事 務 所

の 高 野 亨 所 長 （

写 真 右

） は

「 港 は 重 要 な イ ン フ ラ で あり 、 今 回 は 工 事 を ス ム ー ズに 行 え る よ う 講 習 会 を 開 か

備 Ｊ Ｖ と １ 億 ７ ４ ９ ０ 万 円で 契 約 す る 。　
ま た 、 佐 貫 ３ 号 線 地 盤 改

　
利 根 町 は 町 議 会 定 例 会 に

一 般 会 計 補 正 予 算 案 （ 第 ３号 ） を 提 出 。 親 水 公 園 維 持管 理 工 事 に １ １ ７ 万 ７ ０ ００ 円 、 保 健 福 祉 セ ン タ ー 自動 ド ア 交 換 工 事 に

7 4万 ４ ０

モ デ ル 事 業 と し て 協 定 を 締結 し た 。　
こ の 協 定 は 、 ２ ０ ５ ０ 年

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実現 に 資 す る こ と を 目 的 と し

て い る 。　
市 と 組 合 所

属

1 7社 が 連 携

し 、 カ ー ボ ンニ ュ ー ト ラ ルの 実 現 を 効 果的 に 実 施 、 促進 す る た め に協 議 を 行 う 。具 体 的 な 取 組内 容 、 実 施 方法 に つ い て は今 後 検 討 を 進め る 。　
同 組 合 は 、

１ ９ ６ ２ 年 に県 で 初 め て の中 小 企 業 高 度化 事 業 （ 工 場

た だ け る こ と と な っ た 。 ぜひ 真 剣 に 聞 い て い た だ き たい 」 と 呼 び 掛 け た 。　
そ の 後 は 県 土 木 部 検 査 指

導 課 の 担 当 者 が 県 土 木 部 発

し て 暮 ら し て 続 け る た め の支 援 拠 点 と し て 計 画 。 建 物は Ｓ 造 ３ 階 建 て 延 べ 床 ２ ７１ ２  ・  ４ ８ ㎡ 。 工 事 は 建 築  ・電 気 設 備 ・ 機 械 設 備 の ３ 分離 で 発 注 。 電 気 設 備 工 事 は協 進 電 設 ㈱ ・ ㈲ 松 井 電 気 ＪＶ と ２ 億 ５ ７ ０ 万 円 で 、 機械 設 備 工 事 は ㈱ 関 東 エ ル エン ジ ニ ア リ ン グ ・ ㈲ 松 村 設 ら ２ 人 目

） と 「 配 電 盤 茨 城

団 地 の グ リ ー ン 化 に 向 け た取 り 組 み に 関 す る 協 定 書 」の 締 結 式 を 開 催 。 古 河 市 工業 団 地 の グ リ ー ン 化 を 図 る せ て い た だ く こ と と し た 。本 日 は 建 設 工 事 必 携 の 改 訂や 、 土 木 部 の 新 た な 取 り 組み に つ い て 説 明 さ せ て い ただ く 。 港 湾 工 事 に つ い て は浚 渫 な ど で 週 休 ２ 日 の 考 え方 が 一 般 土 木 と 若 干 違 っ てい る の で 、 こ ち ら も 説 明 をさ せ て い た だ く 。 本 日 の 講習 会 が 有 意 義 な も の に な るよ う ご 祈 念 申 し 上 げ る 」 とあ い さ つ 。　
続 い て 、 常 陸 那 珂 災 害

防 止 協 会 の 大 曽 根 文 彦 会長 （

写 真 左

） が 「 高 野 所 長

の ご 厚 意 で よ り 詳 し く 、 現場 で 役 に 立 つ 講 習 を し て い

良 工 事 （ Ｃ 工 区 ） は 、 増 川建 設 ㈱ と １ 億 ６ ２ ５ ８ 万 円で 契 約 す る 。０ ０ 円 を 計 上 し た 。　
親 水 公 園 で は 、 北 側 の 用

水 路 に 土 が 浸 出 し た た め 、堆 積 し た 土 の 除 去 を 行 う 。そ れ と と も に 流 出 を 防 止 する た め の 整 形 工 事 も 実 施 。　
保 健 福 祉 セ ン タ ー で は 、

点 検 の 結 果 経 年 劣 化 が 見 られ る 出 入 口 の 自 動 ド ア １ カ所 を 交 換 す る 。

　

集 団 化 ）  に よ る 助 成 を 受 け 、ま た 通 商 産 業 省 （ 現 経 済 産業 省 ） の 指 定 モ デ ル 団 地 とし て 造 成 ・ 発 足 し た 。　
㈱ 冨 張 重 機 （ 境 町 下 小 橋

２ １ ０

－ １ ） は 境 町 内 に 事

務 所 を 新 築 す る 。 設 計 ・ 施工 は ㈱ 篠 原 工 務 店 （ 境 町 ）  。工 事 期 間 は

1 2月

1 0日 ま で 。

　
建 設 地 は 境 町 浦 向 ２ ０ ８

－ １ ほ か 。  敷 地 面 積 ９ ９ ７  ・
５ ４ ㎡ 。 西 側 は 町 道 １

－

1 2

号 線 に 面 し て い る 。　
建 物 規 模 は Ｗ 造 平 屋 建

て 、 延 べ 面 積 ２ １ ８ ・ ２ ８㎡ 、 最 高 高 さ は ９  ・  １ ３ ｍ 。事 務 所 兼 車 庫 （ Ｗ 造 平 屋 建て ）  、 車 庫 （ Ｓ 造 平 屋 建 て ）の ２ 棟 を 整 備 す る 予 定 だ 。 注 工 事 に お け る 主 な 取 り 組み を 解 説 。 建 設 現 場 の 週 休２ 日 制 の 推 進 、 建 設 工 事 必携 の 改 訂 、 全 て の 建 設 工 事で の Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 、  遠 隔 臨 場 、情 報 共 有 シ ス テ ム な ど に つい て 説 明 し た 。　
県 港 湾 課 の 担 当 者 は 港 湾

工 事 の 取 り 組 み に つ い て 解説 。 港 湾 ・ 漁 港 工 事 に お ける 週 休 ２ 日 制 促 進 工 事 の 取り 扱 い や Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 工 事 の対 象 に つ い て 講 義 し た 。

タ ー が あ り 、 う っ そ う と した 森 の よ う で し た 。 敷 地 内で

2 0㎝ も あ る 松 ぼ っ く り を

見 て 、 び っ く り し た こ と 覚え て い ま す 。 開 発 公 社 が建 っ て い る 場 所 に は 、 樹 高
2 0ｍ ほ ど の 立 派 な メ タ セ コ

イ ア が 群 生 し て い ま し た 。来 庁 者 に も 見 て い た だ き たく 、 こ の メ タ セ コ イ ア 群 を何 と か 残 し て ほ し い と 思 っ

て い ま し た 。 今 も 現 存 し てい る も の は 、 新 県 庁 舎 のち ょ う ど 中 心 で 真 北 の 場 所に あ る 、 大 き な ユ ー カ リ の木 が １ 本 。 今 も 、 ユ ー カ リの 木 を 見 る と 当 時 を 思 い 出し ま す 。　
新 県 庁 舎 周 辺 道 路 整 備 事

業 に 話 を 戻 し ま す 。 当 時 から 時 間 が ず い ぶ ん 経 過 し てし ま っ て い る の で 、 記 憶 違

い が あ る か と 思 い ま す 。　
都 市 計 画 道 路 水 戸 駅 平 須

線 、 県 庁 南 大 通 り 線 は 平 成７ 年 ４ 月

2 4日 に 都 市 計 画 決

定 が な さ れ ま し た 。 そ し て同 年 ４ 月 に 、 県 庁 舎 周 辺 道路 整 備 ・ 土 地 区 画 整 理 事 業を 目 的 と し て 、 水 戸 土 木 事務 所 に 県 庁 舎 関 連 事 業 推 進室 が 出 来 ま し た 。　
県 庁 舎 西 側 の 都 市 計 画 道

路 水 戸 駅 平 須 線 （ 国 道

5 0号

バ イ パ ス ～ 日 産 デ ィ ー ゼル ） Ｌ ＝ １ ２ ５ ０ ｍ 、 Ｗ ＝
3 5ｍ （ ４ 車 線 、 歩 道 ７ ・ ５

ｍ × ２ ）  、 地 権 者 数

7 6人 、

家 屋 移 転 戸 数

2 3戸 （ 大 規 模

家 屋

1 4戸 ） 用 地 面 積 １ 万 ８

７ ０ ０ ㎡ 、 南 側 の 都 市 計 画道 路 県 庁 南 大 通 り 線 （ 水 戸

　
期 限 が 決 め ら れ て い て 、 安 全 ・ 利 便 性 は も ち ろ

ん 景 観 に も 十 分 配 慮 し な け れ ば な ら な い 難 し い 事業 を 、 職 員 の 努 力 は も ち ろ ん 、 水 戸 市 は じ め 関 係機 関 の 協 力 、 地 権 者 様 の ご 理 解 、 請 け 負 っ て く れた 業 者 さ ん の 技 術 力 と 努 力 に 助 け ら れ 、 な ん と か期 限 に 間 に 合 わ せ る こ と が で き た 、 こ れ は そ ん なお 話 で す 。

�

（
弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

　
新 県 庁 舎 は 、 林 木 育 種 セ

ン タ ー の 跡 地 に 建 設 さ れ まし た 。 既 存 の 樹 木 を 活 用 した 、 緑 豊 か な 公 園 の 中 に ある 庁 舎 と な っ て お り ま す 。最 上 階 で あ る

2 5階 に は 、 地

上 １ ０ ０ ｍ の 眺 め が 楽 し める 展 望 ロ ビ ー が 設 け ら れ て　
平 成

1 1年 ４ 月 の 新 県 庁 舎

開 庁 か ら 丸

2 4年 が 過 ぎ ま し

た 。　
新 県 庁 舎 が 建 つ 前 は 、 林

野 庁 所 管 の 林 木 育 種 セ ン

都 市 整 備 課 が 主 管 課 と な りま し た 。 そ の 他 諸 々 の 交 差点 改 良 等 は 道 路 建 設 課 と 道路 維 持 課 が う け も ち 、 水 戸土 木 事 務 所 に 県 庁 舎 関 連 事業 推 進 室 を 設 置 し て 対 応 する こ と に な り ま し た 。　
推 進 室 で は 、 買 収 単 価 の

設 置 、 補 償 調 査 、 道 路 と 区画 整 理 の 概 略 設 計 等 に さ っそ く 着 手 し て い っ た の です 。　
私 は 道 路 建 設 課 で 色 々 関

わ り を 持 っ て い ま し た が 、平 成 ９ 年 ３ 月 、 当 時 の 総 括技 監 に 呼 ば れ 「 渡 邊 く ん 、一 番 や り が い の あ る と こ ろに 転 勤 さ せ る か ら 」 と 内 示を も ら い 、 同 年 ４ 月 に ３ 代目 の 県 庁 舎 関 連 事 業 推 進 室長 を 拝 命 し た の で す 。 こ のと き 、 室 員 は 私 を 入 れ て

1 0

名 、 こ の う ち 用 地 職 員 が ４名 で し た 。　
色 々 な 調 整 は 概 ね 完 了

し 、 ほ と ん ど の 地 権 者 さ んと 交 渉 を 始 め て お り 、 数 件は す で に 契 約 を 取 り 付 け てあ り ま し た 。 し か し 、  「 本格 的 に は こ れ か ら な ん だ 」と 決 意 を 新 た に し た の です 。　
水 戸 神 栖 線 は 自 動 車 の

デ ィ ー ラ ー 街 で あ り 、 立 派な 社 屋 が 立 ち 並 ん で お り まし た が 、 い ず れ の 社 長 さ ん

ま す 。 ま た 、 水 戸 市 が ４ 車線 化 を 進 め て い る 東 側 の 梅香 下 千 波 線 （ 通 称 さ く ら 通り ） と は 、 約 １ ・ ７ ㎞ の 位置 関 係 に あ り ま す 。　
新 県 庁 舎 の 自 動 車 交 通 に

対 応 す る た め に は 、 こ の 水戸 神 栖 線 の サ ン ト ル 千 波 から 約 １ ・ ２ ㎞ の ４ 車 線 化 、県 庁 の 南 側 に 面 し て 、 水 戸神 栖 線 か ら 梅 香 下 千 波 線 まで の １ ・ ７ ㎞ （ 県 庁 南 大 通り 線 ） に 、 ４ 車 線 の 新 設 道路 が 必 要 と い う こ と に な った た め 、 新 県 庁 舎 開 設 に 合わ せ 急 ピ ッ チ で 整 備 を 進 める こ と に な っ た の で す 。　
当 然 、 県 庁 の 東 側 と 北 側

合 わ せ て ８ ０ ０ ｍ の 外 周 道路 も 、 ２ 車 線 の 整 備 が 必 要で す 。 ま た 、 ま ち づ く り の観 点 か ら 、 育 種 セ ン タ ー から 払 い 下 げ た 残 り の 土 地 約
1 0�

h aも 土 地 区 画 整 理 事 業

に よ り 造 成 す る こ と と な った の で す 。　
こ れ ら 周 辺 イ ン フ ラ 整 備

は 土 木 部 所 管 と な り 、 道 路は 公 園 街 路 課 、 区 画 整 理 は

も 事 業 に は 非 常 に 協 力 的 で助 か り ま し た 。 各 社 さ ん の事 情 を お 聞 き し な が ら 話 を詰 め 、 お 盆 す ぎ か ら 少 し ずつ 契 約 し て い た だ け る よ うに な り ま し た 。　
契 約 し て い た だ い た 社 に

は 、 急 い で 新 し い 社 屋 を 建て て い た だ き 、 旧 社 屋 を 取り 壊 し て い た だ け る よ う お願 い し て 回 り ま し た 。 で きる こ と は お 手 伝 い し 、 関 係機 関 に も 協 力 を 要 請 し て 、皆 さ ん に 協 力 い た だ け た の

も 大 き か っ た と 思 っ て お りま す 。　
県 庁 南 大 通 り 線 の 地 権 者

さ ん も 同 様 で す 。 色 々 な 要望 が あ り ま し た が 、 根 気 よく 話 し 合 い を 進 め 、 契 約 を取 り 付 け て い っ た の で す 。代 替 地 を 求 め る 方 も 多 く 、代 替 地 探 し も 大 変 で し たが 、 色 々 な 方 々 の 情 報 を 得な が ら １ つ １ つ 進 め て い った の で す 。

� （ 次 回 に 続 く ）

が 、 反 対 も な く 了 解 さ れ まし た 。　
南 大 通 り 線 の 説 明 会 の 時

に は 、 林 野 庁 の 林 木 育 種 セン タ ー に 隣 接 し た 静 か な 地域 だ っ た こ と も あ り 、 騒音 、 排 気 ガ ス を 心 配 す る 声が あ っ た こ と を 覚 え て お りま す 。　
そ の 後 、 測 量 成 果 に 基 づ

き 道 路 詳 細 設 計 に 入 り 、 土地 収 用 法 の 対 象 事 業 と な る都 市 計 画 事 業 認 可 を 受 け まし た 。 ７ 月 下 旬 に は 事 業 説明 会 を 実 施 し 、 設 計 内 容 の説 明 を す る と と も に 用 地 測量 の た め の 土 地 の 境 界 確 認の 了 解 を 得 て 、 年 末 に は 補償 額 を 提 示 で き る と こ ろ まで こ ぎ つ け る こ と が で き まし た 。　
平 成 ８ 年 に は 、 用 地 担 当

職 員 も ４ 人 体 制 と な り 、 本格 的 な 段 階 に 入 っ て い き まし た 。 ３ 億 円 以 上 に も な る高 額 な 補 償 費 に つ い て は 、事 前 に 建 設 省 と の 協 議 も 義務 付 け ら れ て い た と 思 い ます 。

�

（ 島 津 就 子 ）

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 庁 舎 関 連 事 業 推 進 室 編 ①

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

袖 山

　
茂 （ そ で や ま

　
し げ る ）

１ ９ ５ ０ 年

1 2 �月 １ 日 生 ま れ 。

7 2歳 。 入 庁 時 期 は

7 4年 、 水 戸 土 木 事 務 所 に 配 属 と な っ た 。 そ の 後 、
道 路 建 設 課 高 速 道 路 対 策 室 長 、 技 監 兼 潮 来 土 木事 務 所 長 な ど を 経 て 、 ２ ０ １ １ 年 に 技 監 兼 常 陸大 宮 土 木 事 務 所 長 で 定 年 を 迎 え た 。

景 観 に 配 慮 し た 難 事 業

開 庁 ま で ４ 年 、  事 業 遂 行

駅 平 須 線 ～ 市 道 梅 香 下 千 波線 線 ） Ｌ ＝ １ ６ ８ ０ ｍ 、 Ｗ＝

4 0ｍ （ ４ 車 線 、 歩 道

1 0ｍ

× ２ ）  、 地 権 者 数

2 5人 、 家

屋 移 転 ４ 戸 、 用 地 面 積 ３ 万５ ０ ０ ㎡ 、 県 庁 周 辺 土 地 区画 整 理 事 業

3 4ヘ ク タ ー ル 、

区 画 道 路 １ ～ ６ 号 線 Ｌ ＝ ２０ ０ ５ ｍ 、 Ｗ ＝

2 1ｍ ～

1 2ｍ

の 整 備 な ど が 、 主 な 事 業 でし た 。　
当 時 は 、 開 庁 ま で の ４ 年

間 で 周 辺 道 路 の 整 備 ・ 土 地区 画 整 理 を 完 了 さ せ る と いう 、 大 変 な プ レ ッ シ ャ ー を抱 え な が ら 仕 事 を し た こ とを 覚 え て お り ま す 。 前 半 の２ 年 で 用 地 買 収 を 完 了 させ 、 後 半 の ２ 年 で 工 事 を 完了 さ せ る と い う 、 途 轍 も な

く 大 き な 仕 事 が 目 の 前 に あり ま し た 。　
最 初 の １ 年 目 は 室 長 、 用

地 担 当 係 長 １ 名 、 技 術 担 当係 長 １ 名 、 新 規 採 用 者 １ 名の ４ 名 体 制 で 始 ま り ま した 。 ４ 月 に 着 任 後 、 す ぐ に年 間 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル を 作成 し 、 こ れ か ら の 作 業 工 程を 皆 で 確 認 し た こ と を 覚 えて い ま す 。 立 ち 止 ま っ て いる 時 間 は あ り ま せ ん で した 。　
５ 月 下 旬 に は 、 最 初 の 仕

事 と し て 路 線 測 量 を 実 施 する た め の 地 元 説 明 会 を 水 戸駅 平 須 線 、 県 庁 南 大 通 り 線に 分 け 、 地 区 公 民 館 で 実 施し ま し た 。　
水 戸 駅 平 須 線 の 説 明 会 で

は 、 大 規 模 な 商 業 施 設 が 多く 立 地 し て い る こ と か ら 、会 社 関 係 の 方 も 多 く 出 席 され て お り ま し た 。 家 屋 移 転の 時 期 や 、 代 替 地 な ど に つい て の 意 見 が あ り ま し た

新 県 庁 舎 周 辺 整 備 に つ い て

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 庁 舎 関 連 事 業 推 進 室 長 ）

元 技 監 兼 常 陸 大 宮 土 木 事 務 所 長
（ 当 時 ・ 県 庁 舎 関 連 事 業 推 進 室 係 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 袖 山 　 茂 氏×

お り ま す 。　
新 県 庁 舎 の 住 所 は 水 戸 市

笠 原 町 ９ ７ ８

－ ６ 。 約

1 5�

h a

の 敷 地 は 、 西 側 に 主 要 地 方道 水 戸 神 栖 線 （ ２ 車 線 ） が隣 接 し て お り 、 国 道

5 0号 サ

ン ト ル 千 波 交 差 点 か ら 約１ ・ ２ ㎞ 南 に 位 置 し て お り

自 動 車 交 通 の 対 応 へ 周 辺 を ４ 車 線 化

▲ 約  1 0 0  人 の 参 加 者 が 理 解 を 深 め た

　
県 茨 城 港 湾 事 務 所 と 茨 城 港 （ 常 陸 那 珂 ・ 大 洗 ・

日 立 ） 災 害 防 止 協 会 は １ 日 、 ワ ー ク プ ラ ザ 勝 田 にて 講 習 会 を 開 催 。 約 １ ０ ０ 人 の 参 加 者 が 県 土 木 部発 注 工 事 や 港 湾 工 事 の 取 り 組 み な ど に つ い て 学 んだ 。

親 水 公 園 用 水 路堆 積 土 の 撤 去

な
　

　
ど

境 町 内 に 事 務 所設 計 施 工 は 篠 原

利 根 町 補 正 案

㈱ 冨 張 重 機

建 築 は 大 昭  ・  櫻 井

J V 

8. 2億

新 保 健 施 設

な
　

　
ど
契 約 議 案

龍 ケ 崎 市

工 業 団 地 の グ リ ー ン 化 へ

配 電 盤 茨 城 と 協 定 締 結

古 河 市 ／ 所 属 1 7 社 が 連 携

発 注 工 事 の 取 組

な
　

　
ど 解 説

県 茨 城 港 湾 と 茨 城 港 災 害 防 止 協 会 週 休 ２ 日 や 遠 隔 臨 場 等

講 習 会 に
1 0 0人 参 加


